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五
十
嵐　
仁
（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
前
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
下
の
論
攷
は
、
９
月
26
日
の
東
京
革
新
懇
世
話
人
会
・
学
習
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
の
講
演
を
記
録
し
た
も
の
で
、『
東
京
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
』第
４
０
６
号
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
５
年
10
月
５
日
号
、
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。〕　

　　

戦
争
法
と
の
た
た
か
い
は
、
試
合
に
負
け
た
が
勝
負
に
は
勝
っ
た
。
決
着
は
次
の
参
院
選
、
解
散
・
総
選
挙

で
つ
け
る
。
国
民
の
民
主
主
義
的
覚
醒
―
―
政
治
変
革
の
必
要
性
と
決
意
、
主
体
形
成
が
促
さ
れ
た
。
パ
ン
ド

ラ
の
箱
に
残
っ
た
希
望
は
民
の
声
―
―
そ
れ
を
国
民
連
合
政
府
樹
立
の
力
と
す
る
の
が
課
題
だ
。
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Ⅰ　

国
会
で
の
審
議
・
採
決
を
通
じ
て
何
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
か

　

立
憲
主
義
・
平
和
主
義
・
民
主
主
義
が
破
壊
さ
れ
た
の
が
、
国
民
に
明
瞭
に
見
え
た
。
特
に
、
立
憲
主
義
を

変
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
、
日
常
会
話
に
立
憲
主
義
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

民
意
は
、「
法
案
反
対
」
51
％
（「
朝
日
」）、「
憲
法
に
違
反
」
60
％
（「
毎
日
」）、「
論
議
尽
く
さ
れ
て
な
い
」

75
％
（「
朝
日
」）、「
説
明
不
十
分
」
82
％
（「
読
売
」）
だ
。

　
　
　

Ⅱ　

戦
争
法
案
と
の
た
た
か
い
で
何
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
か

　

強
く
打
て
ば
強
く
響
く
―
―
攻
撃
へ
の
反
発
や
抵
抗
が
生
ま
れ
た
。
広
範
な
人
々
が
立
ち
上
が
り
、
全
国

２
０
０
０
ヶ
所
以
上
で
数
千
回
の
抗
議
、
累
計
１
３
０
万
人
以
上
が
路
上
で
抗
議
し
た
。
相
次
い
で
新
し
い
組

織
が
結
成
さ
れ
、
労
組
な
ど
既
成
の
組
織
は
裏
方
に
回
っ
て
運
動
を
支
え
た
。
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デ
モ
の
復
権

　

原
発
再
稼
働
反
対
、
秘
密
保
護
法
制
定
阻
止
、
戦
争
法
案
反
対
と
デ
モ
の
再
生
と
拡
大
が
あ
っ
た
。
デ
モ
の

形
態
も
多
様
で
、「
わ
た
し
」
が
主
語
で
自
分
の
言
葉
で
話
し
、
心
を
打
つ
内
容
だ
っ
た
。

　

産
経
・
フ
ジ
調
査
で
デ
モ
参
加
は
３
・
４
％
（
20
歳
以
上
で
３
５
６
万
人
）、「
今
後
参
加
し
た
い
」
18
・
３
％
。

　
　
　

獲
得
さ
れ
た
大
衆
運
動
の
「
新
し
い
質
」

　

３
つ
の
潮
流
が
合
流
し
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
を
形
成
、
市
民
運
動
を
仲
立
ち
と
し
た
連
合
系
と
全
労

連
系
の
連
携
が
で
き
た
。

　

青
年
・
学
生
参
加
の
背
景
は
貧
困
と
不
安
で
あ
り
、
か
つ
て
は
「
他
者
」
の
た
め
だ
っ
た
が
、
今
は
「
平
和

で
安
全
な
社
会
に
し
て
い
く
」「
自
己
」
の
た
め
に
立
ち
あ
が
っ
た
。

　

高
齢
者
と
若
者
、
組
織
と
個
人
、
地
方
・
地
域
と
国
会
周
辺
の
コ
ラ
ボ
、
土
台
と
上
部
構
造
の
関
係
だ
っ
た
。

運
動
の
武
器
と
し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
力
を
発
揮
し
た
。
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Ⅲ　

政
治
変
革
・
国
民
連
合
政
府
の
樹
立
に
向
け
て

　

万
余
の
人
々
へ
の
連
夜
の
行
動
は
政
治
教
育
と
な
っ
た
。「
戦
争
法
案
今
す
ぐ
廃
案
」
か
ら
「
安
倍
内
閣
は
今

す
ぐ
退
陣
」
へ
倒
閣
運
動
へ
と
転
化
し
た
。
持
続
的
な
運
動
に
よ
る
世
論
の
変
化
、
裁
判
闘
争
、
選
挙
で
の
落

選
運
動
が
め
ざ
さ
れ
る
。

　

共
産
党
提
案
の
国
民
連
合
政
府
は
、
入
閣
は
条
件
に
し
て
い
ず
戦
争
法
廃
止
一
点
で
の
共
闘
だ
。
国
民
の
願

い
を
優
先
さ
せ
る
か
、
党
利
党
略
に
走
っ
て
第
２
自
民
党
に
な
る
か
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
と
な
る
。

　

解
散
・
総
選
挙
を
要
求
し
つ
つ
参
院
選
で
ネ
ジ
レ
を
つ
く
り
、
衆
院
選
で
政
権
交
代
、
暫
定
政
府
の
樹
立
め

ざ
す
。

　
　
　

参
院
選
で
の
選
挙
協
力
が
ポ
イ
ン
ト

　

参
院
選
で
の
１
人
区
対
策
が
重
要
で
、
民
主
・
維
新
・
共
産
・
社
民
・
生
活
の
５
党
に
よ
る
選
挙
協
力
が
出

来
る
か
問
わ
れ
る
。
与
野
党
差
は
28
で
14
議
席
覆
せ
ば
逆
転
す
る
。
総
議
席
の
賛
成
派
は
１
４
８
で
反
対
派
は

90
、
改
選
の
賛
成
派
は
65
で
反
対
派
は
56
だ
。
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し
か
し
、
民
主
党
に
は
、
日
本
会
議
所
属
の
長
島
昭
久
、
原
口
一
博
、
前
原
誠
司
、
松
原
仁
等
が
い
る
。

　
　
　

今
後
の
対
決
の
焦
点
と
条
件

　

カ
ギ
を
握
る
の
は
民
主
党
だ
。「
右
の
ド
ア
を
閉
め
て
左
の
ド
ア
を
開
け
よ
」
で
な
け
れ
ば
、
民
主
党
政
権
で

「
裏
切
ら
れ
た
」
と
の
国
民
の
思
い
は
払
拭
で
き
な
い
。

　

上
部
だ
け
で
な
く
土
台
が
変
わ
り
始
め
、
本
格
的
な
政
権
交
代
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
上
か
ら
の
風
頼

み
の
交
代
で
は
な
く
下
か
ら
の
草
の
根
の
力
に
よ
る
交
代
へ
へ
。

　
　
　

む
す
び

　
「
反
共
主
義
」
で
は
国
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
。

　

気
分
と
し
て
の
「
反
自
民
」、
政
策
と
し
て
の
「
半
自
民
」
と
の
中
途
半
端
さ
を
克
服
し
、
安
倍
政
権
に
対
す

る
対
抗
と
政
策
転
換
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
間
の
運
動
で
培
わ
れ
た
協
力
・
共
同
の
経
験
を
生
か
し
て
、
草
の
根
の
地
域
か
ら
国
会
内
や
国
政
に
至

る
ま
で
の
幅
広
い
共
闘
を
構
築
し
、
安
倍
首
相
の
退
陣
を
実
現
し
て
政
治
を
変
え
て
い
く
こ
と
―
―
こ
れ
こ
そ

が
安
倍
首
相
に
よ
る
「
政
治
的
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
最
大
限
に
活
用
す
る
道
に
ほ
か
な
ら
な
い
。


